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1 LE590-SG について 
LE590-SGはパケット生成し、複数のストリームを出力する為のソフトウェアです。 

LE-590TXのポートAとB個別に設定が可能で、各ポートで受信させることができ、 

ネットワークのトラフィックをカスタマイズし、DUT(被検査デバイス)のパフォーマンス分析が可能です。 

 

 

 

1.1 LE590-SG ソフトウェアユーティリティの起動 

LE-590TXをPCに付属USBケーブルで接続します。 

 

スタートメニューまたはデスクトップのLE590-SG  をクリックして起動します。 

 

LE590-SGインストールはユーザガイドをご覧ください。 

 

 
本紙はLE590-SG v2.0b003以降での説明となります。 

LE-590TX本体のFPGAバージョンはv2.3b038以降をご利用下さい。 

FPGAのアップグレードはLE590-NICソフトから行います。 
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1.1. メインウィンドウの各部説明 
 

 
 
 
 
 

1.1.1. ファイル 
 

メインウィンドウの A  
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メニュー 用途 

デフォルト設定を読み込む 全ての設定を初期値に戻します 

設定を読み込む 保存ファイルから設定を読み込みます 

設定を保存 現在の設定をファイルに保存します。 

終了 LE590-SGの終了 

 
 

1.1.2. 表示 

 

 
 

メニュー 用途 

IPv4のDiffServ チェックを入れるすると、フレームデータの編集ウィンドウのQoS の優

先順位設定はDSCPになり、チェックを外すとQoSの優先順位設定は

ToSになります。 

機能 「機能」の表示 

 システム情報 デバイス情報の表示。 
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1.1.3. 統計 
 

 
 
 

メニュー  用途 

メインカウンター 
カウンターレポートの表示。パケットカウントの開始/停止。 

Tx ストリームカウンター 
Txテストデータの表示。 

RX ストリームカウンター Rxテストデータの表示。 

ストリームカウンター概要 
テストデータの表示。 

 
 

1.1.4. ツール 
 

 
 
 

メニュー  用途 

IFG コンバータ フレームギャップを異なる単位間で変換することができます。 

USB転送のフレームギャップ USBケーブル経由で返送するパケットのフレームギャップを設定します。 
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1.1.5. 言語 
 

 

 言語は、英語、中国語、韓国語、日本語、ベトナム語、より選べます。 
 

1.1.6. ヘルプ 
 

 
 

メニュー  用途 

デバイスについて ユティリティーや、ハードウェアのバージョンといった、システム情報。 

システム要件 「システム要件」の画面がポップアップし、PCやFPGA/Firmwareの要件が表示されます。 

LINEEYE Web ラインアイのHPにアクセスします。 

 
 

1.2. ツールバー 
 

ツールバーは、メニューバーの下に表示されます。 

 メインウィンドウの B 
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キー 用途 

設定を読み込む 以前保存した”.dsc”ファイルを選びます。システムが設定を読み込みます。 

設定を保存 現在の設定を“.dsc” ファイルとして保存します。 

全ポートの送信を停止 2つのポートの送信を停止します。 

全ポートの送信を開始 2つのポートの送信を開始します。 

全ポート送信の一時停止または再

開 

2つのポートの送信を一時停止または再開します。 

メインカウンター 
メインカウンターウィンドウで、カウンターレポートの閲覧、送信の開始/停止ができます。 

Tx ストリームカウンター 
ストリームカウンター設定で設定したTxテストデータを表示します。 

Rx ストリームカウンター 
ストリームカウンター設定で設定したRxテストデータを表示します。 

ストリームカウンター概要 ストリームカウンター設定で設定したテストデータの表示。 

キャプチャバッファ キャプチャバッファの条件設定や、パケットのキャプチャの開始・停止ができます。 

クロック送信 
DUTの水晶発振器の周波数をテストし、ppmスケールで標準速度よりも早いか遅いかを

確認することができます。 

BERT機能 Bit Error Rate Test を実行します。 

ルーター NAT DUTのルーターNAT機能をテストします。 

低レートパケット生成 低レートの特別なパケット送信モードです。 
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1.3. 設定と情報 

 
メインウィンドウの C 

 

ここでは、システム情報、ポートA/Bの設定と状態、レポート、機能設定ができます。 

 

1.3.1. システム情報 
 

下記をクリックし、システム情報を表示します。 
 
 

 

メインウィンドウの右側に、下記が表示されます。 
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1.3.2. ポート設定と状態 
 
ポートをクリックし、設定と状態を表示します。 

 
 

1.3.2.1. ストリーム生成 
 

下記をクリックして、複数のストリーム生成ウィンドウを表示します。 
 

 
 
 設定画面が表示されますので、ストリーム生成のためのストリームパターンを設定します。 
 

 
 

アイコン 用途 

 PCから保存した設定を読み込みます。 

 現在の設定をローカルファイルに保存します。 

 全ての設定をデフォルトにします。 

 ストリームの追加ウィンドウがポップアップ表示されます。 

 選択したストリームを削除します。 

 項目を選択して、リスト内の列の表示・非表示を設定します。 

 
SAとSIP値をARP Reply設定に適用します。 

  現在の設定を適用します。 

  

  E F G 
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A: Tx レート制御: 

B: ストリーム送信モード: 3モード 

 連続送信: ストップボタンを押すまで、ストリームは継続して送信されます。 

 パケット数指定: 設定したパケット数が送信されます。 

 タイムモード: 送信継続時間を設定します。 

C: ストリーム#: 生成されるストリーム数。  

D: 選択 : チェックを入れると、ストリーム生成がアクティブになります。 

E: 長さ (CRC含まず): CRCを除くフレーム長をバイトで入力します。 

F: フレームペイロード: フレームのパターンを選択します。 

G: レート: パラメータを入力し、パケットを生成します。 

 回線レート(Mbps): 1秒あたりのMbytes  

 パケットレート(PPS): 1秒あたりに生成されるパケット数。 

 利用率(%): ワイヤースピード送信のパーセンテージ 
 
 

 
 

H: Txフレーム/ギャップ制御 

 IFG(ビット時間): イーサネット機器は、イーサネットフレームの送信と送信の間に最低アイドル時間が必要

です。インターフレームギャップ（IFG）と呼ばれ、下記の図で示します。 

 
最低インターフレームギャップは96bitsまたは12byte timeです。 

 IBG(ビット時間): Inter Burst Gap. バーストストリーム間のギャップです。 

 フレーム: 送信する総フレーム数 

I: X-TAG: チェックボックスにチェックを入れると、X-TAG生成が行われます。まず、X-IDを設定します。同一ネットワーク上に

複数のLE-590TXがデータストリームを生成している場合、それぞれ異なるIDを割り当てる必要があります。 

X-TAGはストリームタグとして使用され、マルチトラフィックの統計を収集するための基本情報が含まれており、レイテンシー、

パケットロス、パケットシーケンス失敗等のテストができます。X-TAGは本機独自仕様の12バイトタグで、X-TAG offsetが49バ

イトの時、マルチストリームテストで生成されるテストフレームの49～60バイト目に埋め込まれます。 

 
DA SA Type Header X-TAG  CRC 

 

           49th       60th 

Payload 

Total Packet Length 
From 64 ~ 16300 bytes 

 

J: CRC追加: Aチェックした場合CRCチェックサムをフレームの最後に4バイト追加します。 

Frame IFG Next Frame 

 I   L  



12 

  

 
  https://www.lineeye.co.jp   

 

K: エラー生成: エラーフレームを生成します。 

 エラーなし: エラーフレームは生成されません。 

 CRCエラー: CRCエラーつきのストリームが生成されます。 

 IPチェックサムエラー: IPチェックサムエラーつきのストリームが生成されます。 

L: フレームデータ 編集: フレームのヘッダやペイロードを設定します。 編集  を ク リ ッ ク し 、 フ レーム編集ダ

イアログで修正/変更を行います。フレーム編集の詳細については「1.11フレーム編集」を参照してください。 

フ レ ー ム の 内 容 が 、  で 設 定 さ れ る と 、 プ ロ ト コ ル タ イ プ が 表 示 さ れ ま す 。  
 
 

 
 

N: MAC: ここでは、ストリームのDA (Destination MAC Address) と SA (Source MAC Address) を表示します。 DA/SA をダブ

ルクリックすると、destination/source MACアドレスが編集できます。 

O: VLAN L1: ここではフレームに追加するVLANの有効/無効が設定できます。またVID（VLAN ID）の値を入力します。 

P: IPv4: ここではIPv4プロトコルのDIP (Destination IP Address) と SIP (Source IP Address) が表示されます。フレームにIPv4

ヘッダーを追加したい場合は、”有効”にチェックを入れます。 

 

 
 

Q: IPv6: ここではIPv6プロトコルのDIP (Destination IP Address) と SIP (Source IP Address) が表示されます。フレームにIPv6

ヘッダーを追加したい場合は、” 有効”にチェックを入れます。 

R: TCP: ここではTCPプロトコルのDPort (Destination Port)と SPort (Source Port)が表示されます。フレームにTCPヘッダー

を追加したい場合は、” 有効”にチェックを入れます。 

S: UDP: ここではUDPプロトコルのDPort (Destination Port)と SPort (Source Port)が表示されます。フレームにUDPヘッダー

を追加したい場合は、” 有効”にチェックを入れます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 O P 

Q  S 
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1.3.2.2. メディア設定 
 

リンクモードを設定します。ポートA、ポートBは同一の手順で設定します。 
 

 

リンク状態の確認、もしくは特定のメディアリンクで動作が可能です。 
 

 
 
 
 
 

1.3.2.3. ポート設定 
 

下記をクリックして、ポート設定ウィンドウを表示させます。 
 

 

ポート設定の中には、下記の7つのメニュータブがあります。  
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A. フロー制御 
 

 
 フロー制御：この機能やネットワークの過密を解消するために使われます。Txフロー制御  と Rxフロー制御がありま

す。 

 Rxレートコントロール: 受信データを制御する場合につかいます。速度制限に、最大受信スピードを入力しま

す。 

 
 

B. ランダムパケット長 

 

 
 ランダムパケット長(CRC含まず): ランダムパケット長の範囲を入力します。 

 
 

C. X-TAG オフセット 
 

 
X-TAGは本機独自仕様の12バイトタグで、送信パケットに埋め込まれます。Tx オフセットで指定されたX-TAG

が、もう一つのポートの受信パケットで確認できることによって、ネットワークのデータ送信の有効性を確認でき

ます。 

 Tx オフセット: 送信パケットのX-TAGが始まる位置を指定します。 
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D. データの整合性 (DI) 
 

 
 送信DI:有効時、送信パケットのデータ精度をチェックします。 
 受信したDIの確認: 有効時、受信パケットのデータ精度をチェックします。 

 
 
 

E. エロンゲートフレームギャップ 
 

 
この機能が有効になっており、パケット送信がワイヤースピードに達すると、一定数のパケットが送信された後に1バイト時

間のフレームギャップが挿入されます。これによって、DUTとテスト機器間の水晶発振の差異が引き起こすパケットロスを軽

減できます。シミュレーションでは、エロンゲーテッドフレームギャップを有効にすることで水晶発振の差異を約30ppm補正で

きます。DUTのクロックがLE-590TXより遅い場合、この機能を有効にします。 

 
 

 

F. USBバースト転送パケット 
 
 

 

 設定したパケット数毎にUSB経由でPCに送ります。 
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1.3.2.4. ARP and NDP 設定 
 

 
ARP (address resolution protocol) はIPアドレスに基づいてMACアドレスを取得するためのTCP/IPプロトコルです。1ポートに、複

数のMACアドレスとIPアドレスのペアーを割り当てることができます。ARPリクエストに含まれるIPアドレスが割り当てられているペ

アーのどれかに合致すれば、ポートはARPリクエストに自動的に反応します。 

 
特定のMACアドレスとIPアドレスを割り当てる場合、一番左の列のチェックボックスを有効にします。 

IDアドレスのみを割り当てる場合、真ん中の列のAPRチェックボックスを有効にします。 
 
各ポートに24個のMAC/IPペアーを設定できます。 
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1.3.2.5. ストリームカウンターの設定 

 
 

A: ルール: ベースとなる項目を選びます。 

B: ブロックサイズ: ブロックサイズを設定します。 

C: このエリアは、ルールによって異なる内容が表示されます。 
 
 

1.3.2.6. キャプチャフィルタ 
 

キャプチャフィルタをクリックした設定画面を開きます。 
 

 

キャプチャフィルタ画面が表示されますので、プロトコルまたはSDFRからキャプチャしたい構成を選択します。 

◆ プロトコル 

異なるプロトコルを組み合わせることができます。 

 

B 

C 
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A: 全てのパケットキャプチャ:すべてのパケットがキャプチャされUSBポートによってPCに送信されます。キャプチャされたトラフ

ィックがUSBポートに許容されたトラフィックよりも大きい場合は、パケットロスが発生する可能性があります。 

B: MAC:選択したMACイベントを含むパケットがキャプチャされ、USBポートによってPCに送信されます。 

C: ネットワーク:選択したネットワークイベントを含むパケットがキャプチャされ、USBポートによってPCに送信されます。 

D: プロトコル: 選択したプロトコルタイプのパケットがキャプチャされ、USBポートによってPCに送信されます。 

E: X-TAG: X-TAGは、独自の12バイトタグです。LE-590TXから送信されたX-TAGタグパケットをキャプチャできます。 

F: パケット長のフィルター: 指定された長さの範囲のパケット長(フレーム)をキャプチャします。 

G: パケットキャプチャ回数:キャプチャするパケット数を指定します。 

 

 

◆ SDFR: 
・SDFR（Self-Discover Filtering Rules）は、イーサネットのキャプチャを簡単かつ便利にする手法です。 

・送信元 IP、送信先 IP、その他のキャプチャおよびフィルタする基準などの値を、マスクを計算せずに直接入力できる使いやす

いインターフェースです。 

・SDFR 値には、DA、SA、DIP などの複数のネットワークイベント、フレームの長さの変化（サイズの超過、サイズの小さい）、フレ

ーム/パケットタイプの変化（CRC エラー、IP チェックサムエラー...）などがあります。 

・SDFR の値は、特定または範囲指定することができます。値に適合するすべてのパケットがキャプチャされます。 

・複数のフィルター条件は、クリックするだけで簡単にアクティブにできます。 

・ネットワークが稼働している間もキャプチャされたパケットをリアルタイムで表示します。 

・SDFR とフィルタの値は、キャプチャ中も動的に変更できます。 

 

 

  

E 

F 

G 
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A: SDFR items:基準とする項目をチェックします。項目を選択すると、他の項目がグレーになりる場合があります。これは、チ

ェックした項目がグレー項目の範囲をカバーしていることを意味します。 

B:Pattern 

 DA: 送信先 MAC アドレス(Destination MAC address) 

 SA: 送信元 MAC アドレス(Source MAC address) 

 VID: 802.11Q 規格に準拠した VLAN ID (VLAN ID) 

 DIP: 送信先 IP アドレス(Destination IP address) 

 SIP: 送信元 IP アドレス(Source IP address) 

 DPort: 送信先ポート(Destination port of IP address) 

 SPort: 送信元ポート(Source port of IP address) 

C: Pattern Mode: 条件項目の値をカバーするパターン（シングル、ペア、範囲）を選択します。 

D: Patterns: キャプチャしたい特定の値または範囲の値を指定します。 

例えば、VLAN IDが1〜10のパケットをキャプチャしたい場合。 
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1.3.3. メインカウンター 

 
メインカウンター をクリックして、メインカウンター画面を表示します。 

 又は  
 こ の 画 面 で は 、 パ ケ ッ ト 生 成 と 受 信 、 結 果 の 表 示 を し ま す 。  
 

 

 

◆ ツールバー 
 

アイコン 用途 

 カウンターの現在のデータをエクセルに保存します。 

 全てのカウンターをゼロにします。 

 この列のカウンターがゼロの時、この列を非表示にします。 

 行間を設定します。 

 列の表示/非表示設定で、列を選びます。 

 リンクしたポートがいくつかのLearningパケットを送ります。 

 メインカウンターウィンドウがポップアップします。 
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  マークのあるものは、さらに表示する項目があるので、クリックして下さい。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 操作 

 

ここでは、送信/キャプチャーの操作は、ポートA、ポートB、ポートA+Bの個々に操作できます。 

ボタン 用途 

 
送信/キャプチャーを完全に停止します。 

 
送信/キャプチャーを開始します。 

 
送信/キャプチャーを一時停止します。システムは継続して統計カウンターを計

測しますが、カウンター値は変わりません。 

 ボタンを押すと、カウンター値は最新のものに変わります。このボタンを押

すことによる、実際のカウンター値への影響はありません。 

 

1.3.4. Tx ストリームカウンター 
 

Tx ストリームカウンターをクリックします。 

 又 は       
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アイコン 用途 

 
カウンターの現在のデータをエクセルに保存します 

 1ポート/2ポートのストリームカウンターを0にします。 

 1ポート/2ポートのTxストリームカウンターを開始します。 

 1ポート/2ポートのTxストリームカウンターを終了します。 

 この列のカウンターがゼロの時、非表示にします。 

 行の表示/非表示設定をする、行を選びます。 

 
 

1.3.5. Rxストリームカウンター 
 

Rx ストリームカウンターをクリックします。 

 

 又は   
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アイコン 用途 

 
カウンターの現在のデータをエクセルに保存します 

 1もしくは2ポートのストリームカウンターを0にします。 

 最大と最小レーテンシーを削除します。 

 1もしくは2ポートのRxストリームカウンターを開始します。 

 1もしくは2ポートのRxストリームカウンターを終了します。 

 この列のカウンターがゼロの時、非表示にします。 

 行の表示/非表示設定をする行を選びます。 

 ストリームカウンターの設定画面がポップアップします。 

 
 

1.3.6. ストリームカウンター概要 
 

ストリームカウンター概要をクリックします。 

 

 又は  

ストリームカウンター設定をして、受信データを表示できます。統計データもこの表で表示されます。
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アイコン 用途 

 
カウンターのデータをエクセルに保存します。 

 ストリームカウンターの値をゼロにします。 

 最大/最小のレーテンシーを削除します。 

 2ポートのTxストリームカウンターを開始します。 

 2ポートのTxストリームカウンターを終了します。 

 統計表示するポートを選びます。 

 統計表示するストリームを選びます。 

 この列のカウンターがゼロの場合、非表示にします。 

 行の表示設定ウィンドウがポップアップします。確認したい項目にチェックを入れると、行で表示されます。 

 列の表示設定ウィンドウがポップアップします。確認したい項目にチェックを入れると、列で表示されます。 

 ポートIDとストリームIDの列のソートができます。 
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1.3.7. キャプチャバッファ 

 
キャプチャバッファをクリックします。 

 又は  

キャプチャしたパケットの内容をみるには、キャプチャバッファ画面から、キャプチャしたパケットを選択します。 

 
 

アイコン 用途 

 キャプチャしたパケットをpcapファイルで保存します。 

 キャプチャしたパケットを削除します。 

 キャプチャを開始します。 

 キャプチャを終了します。 

 キャプチャフィルタ設定を行います。 
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A: キャプチャしたパケット数   

B: キャプチャしたパケットのリストと、ネットワーク項目の一覧を表示  

C: 選択したパケットのフレーム表示   

D: 選択したパケットの内容 
 

1.3.8. クロック測定 
クロック測定をクリックします。 

 又は  

LE-590TXの1ppmの高精度な温度補償発振器により、DUT(被試験デバイス)のオシレータ周波数を測定し標準速度(ppmスケ

ール)よりも速いまたは遅いかを評価できます。 

 
 

アイコン 用途 

 表のデータをcsvファイルで保存します。 

 csvファイルからデータを読み込みます。 

 現在値を削除します。 

 現在のポートでテスト開始します。 

 現在のポートでのテスト終了します。 

 全てのポートでテスト開始します。 

 全てのポートでのテスト終了します。 
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A: ポート選択: テストのためにDUTに接続されたポート 

B: Hz:グラフのHzスケール 

C: 経過時間(秒): グラフの時間(秒)スケール 

D: MHz: 水晶発振器の周波数 

E: ppm: 基準よりも速い(+)、もしくは遅い(-)。例)+20は基準よりも20ppm速い。 

F: 時間: 検出された時間  

G: 現在: 現在の検出値   

H: 最大値: MHzもしくはppmの最大値  

I: 最小値: MHzもしくはppmの最小値 

J: 結果: テスト結果(ppm). 

K: 標準: 参考となる標準的な値  

L: 速度: DUTをテストするネットワーク速度を選択します。 

M: テスト時間(秒):  テストの期間を設定します。 

 

1.3.9. BERT機能 
 

 
BERT (Bit Error Rate Test)では、 LE59TX-SG は、各ポートからパターンを送信し、受信したパターンのチェックを行い、伝送

品質検証します。 
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1.3.10. ルーターNAT 
 

ルーターNATは、DUTがルーターの場合に使われます。この機能によって、ルーターのテストのための設定が容易になりま

す。設定は、ホワイトとグレーエリアに色が分かれており、ホワイトエリアはユーザー設定、グレーエリアはこの機能開始後に

自動的に表示される数値です。 

 

 
 

アイコ

ン 

用途 

 デフォルト値に設定します。 

 テスト結果を削除します。 

 ルーターNAT機能を開始します。 

 クリックすると、ここの設定がストリームのパケット設定に反映されます。ストリーム生成で結果を確認

することができます。 

 Keep Aliveボタンが有効になっている場合、システムは正しい設定によって低流量データを送信し、リ
ンクの円滑性を確保します。 
正しい設定がまだ得られていない場合は、何もしないでください。 

 

 

上段のルータテーブルはルーターの設定、下段のポートテーブルはテスト用ポートの設定を示しています。 
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1.3.11. 低レートパケット生成 

 
低レートパケット生成モードです。4通り設定できますが、最大でも1秒あたり1パケットの送信になります。 

 
 

A: 開始/停止: 送信の開始または停止  

B: エイリアス: 名称 

C: 長さ(CRC含まず): CRC無しのフレーム長(byte) 

D: フレームデータ 編集: フレームのペイロードの内容を設定します。 

E: プロトコルタイプ: フレームデータで設定した内容が表示されます。 

F: MAC: ストリームのDA (Destination MAC Address) と、SA (Source MAC Address) が表示されます。各項目をダブルクリッ

クして、destination/source MACアドレスを編集します。 

G: Interval(s): 送信パケットのインターバル 

H: Packet Count: 送信パケット数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    E F G  
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1.4. フレームデータの編集 
 

生成するストリームの内容とパターンを作成します。 

 をクリックします。 
 

 
 

関 連 す る パ ラ メ ー タ を 設 定 し 、 ボ タ ン を 押 し て 詳 細 内 容 を 編 集 し ま す 。  

 

1.4.1. メニュー 
 

 
 

アイコン 用途 

 PCからpcapファイルを読み込み、同じストリーム生成します。 

 設定をPcapファイルで保存します。 

 フレームデータをデフォルト値にします。 

 ユーザーが選んだプロトコルをベースに、データを修正します。 

ここでは設定した全てのフレームタイプが表示されます。また、EtherealやWiresharkの*.pcapファイルをインポートして、直接テ

ストすることもできます。 
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1.4.2. プロトコルの簡易選択 
 

フレームデータの編集画面でフレーム構成を表示し、編集ができます。 
 
 

 
 
 

1.4.3. データリンクレイヤー 
 

ストリーム生成のデータリンクレイヤー タイプです。 

 

データリンクレイヤー: Data Link Layer は、コンピューターネットワーキングの 7 層 OSI モデルのレイヤー2 です。データリンク

層プロトコルは、ネットワーク層からのサービス要求に応答し、物理層にサービス要求を発行することによってそれらの機能を

実行します。 

いくつかのプロトコルオプションが選べます。 

 
 

 

 

 

1.4.3.1. Ethernet II 
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Ethernet II: LAN上で現在使用されている、最も一般的なイーサネットプロトコルです。 
 

 
 

 

DUTのMACアドレスを設定できます。 

Destination Address (DA): デフォルト値: FF:FF:FF:FF:FF:FFは、ブロードキャストフレームを意味します。DA機能を変化させる

には、このMACアドレスをスタートMACアドレスとして使用します。 

Source Address (SA): デフォルト値: 00:00:00:00:00:00は、この機器のMACアドレスを意味します。SA機能を変化させるには、

このMACアドレスをスタートMACアドレスとして使用します。 

 

1.4.3.2. DA, SA および VID 機能のバリエーション 
 

DAとSAでは、増加(Increase)/ 減少(Decrease)モードが選択できます。 

DA/SAのデフォルト値は、固定(Fixed)です。 

 
 

 

デフォルト値”固定”をクリックして、増加/減少に変更します。下記の例のように範囲を設定します。 

 

仮にDA を「00-00-21-5C-0A-22」とすると、 

 増加モードが選択された時は、最後の2桁のHEXは、 22, 23, 24…(カウント値まで）のようになります。 

 減少モードが選択された時は、最後の2桁のHEXは 、22, 21, 20…(カウント値まで）のようになります。 
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1.4.3.3. IPX 
 

IPX: Internetwork Packet Exchange (IPX) は、IPX/SPXプロトコルスタックのOSI参照モデルのネットワークレイヤープロトコルで

す。 

IPX/SPX protocol stack は、Novellの NetWare network operating systemで使用されています。 
  

 

IPXを必要に応じて設定してください。 

 
 

1.4.4. タグ 
 

Data Link LayerがEthernet IIの場合、タグのオプションが選べます。 
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1.4.4.1. VLAN 
 

 
一般にVLANと呼ばれる仮想LANは、物理的な接続形態とは独立しており、スイッチ内部で論理的にLANセグメントを分割する

のに利用され、ブロードキャストドメインの分割を行う事ができます。 

仮想LANの設定で最も一般的に使用されているプロトコルはIEEE802.1Qです。 

IEE802.1Qは、イーサネットフレーム送信先MACアドレスとEther Type/Lengthフィールドの間に32ビットのフィールドを追加しま

す。VLANタグフィールドの形式は次の通りです。 

 
 

イーサネットフレームへのVLANタグの挿入 

 

VLANを設定するには、VLANタブをクリックします。 
 

 

ユーザープライオリティ（COS、class of serviceともいう）とVIDは、テストのための最も一般的なパラメータです。 
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1.4.4.2. Q-in-Q 

 

IEEE 802.1ad (プロバイダーブリッジ)は、IEEE標準 IEEE 802.1Q-1998 の改訂版であり、Q-in-Q、またはスタックドVLANと

呼ばれています。 
 

Q-in-Q を設定するには、Q-in-Q タブをクリックします。 

 

 
1.4.4.3. MPLS 

  
コンピュータネットワーキングおよびテレコミュニケーションでは、MPLS（Multiprotocol Label Switching）は、データの内容に関係

なく、高パフォーマンスな WAN（Wide Area Network）のノード間でのデータを転送するメカニズムを指します。 MPLS を使用する

と、カプセル化されたデータのプロトコルに関係なく、ネットワーク上のノード間に「仮想リンク」を簡単に作成できます。 
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MPLS は、1 つまたは複数の「ラベル」を含む MPLS ヘッダーをパケットの先頭に付けて動作します。これはラベルスタックと呼ば

れます。各ラベルスタックエントリーには、下記の 4 つのフィールドがあります。 

 
 MPLS Label: 20 ビットのラベル値。 

 Experiential Use: QoS（Quality of Service）優先度、および ECN（Explicit Congestion Notification）のための、3 ビットのトラフィッ

ククラスフィールド。 

 1 ビットのボトム・スタック・フラグ。これが設定(1)されている場合は、現在のラベルがスタック内の最後のラベルであることを示

します。(最後のラベルに自動的に 1 がセットされます) 

 Time to Live: TTL フィールド:8 ビットの TTL（Time To Live）フィールド 

 
 

 
 

1.4.5. Layer 3 Header 
 

フレームのペイロードには、以下の項目のレイヤー3のヘッダーが設定可能です。 
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1.4.5.1. IPv4 

 
IPv4：Internet Protocol version 4（IPv4）は、インターネットプロトコル（IP）の開発における第4の改訂版であり、広く導入されるプロト

コルの最初のバージョンです。 

IPヘッダーの構造を以下に示します。 

 

 
IPv4ヘッダー構造に適したユーザー設定インターフェースを設定できます。 

 

 

A: Differentiated Services（DS）はもともとTOS（Type of Services）フィールドとして定義されていました。このフィールドは、

Differentiated services（DiffServ）のRFC 2474およびIPv6と一致するExplicit Congestion Notification（ECN）のRFC 3168で定義さ

れています。 
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B:以下の最も一般的なプロトコル番号がリスト表示され、これらのプロトコルの詳細な設定が可能です。 

 

 

 
1.4.5.2. ARP 

 
ARP：Address Resolution Protocol（ARP）は、インターネット層（IP）またはその他のネットワーク層アドレスのみがわかっている

場合、ホストのリンク層（ハードウェア）アドレスを見つける方法です。 ARPは、主にIPアドレスをイーサネットMACアドレスに変換

するために使用されます。 

ARPヘッダーの構造を以下に示します。 
 

ARPヘッダーの構造に適したユーザー設定インターフェースを設定できます。 
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1.4.5.3. Pause 

 
Pause:PAUSEは、IEEE 802.3xで定義されている全二重イーサネットリンクセグメント上のフロー制御メカニズムであり、MAC制御

フレームを使用してPAUSEコマンドを伝送します。 

 

 
MAC Control Opcodeは00:01（16進数で0X0001）になります。 

 

PAUSEフレームには、2バイトの符号なし整数（0〜65535）の形式で、中断時間を指定します。 

 

1.4.6. Layer 4 Header 
 

フレームのペイロードで、IPv4が選択されている場合、以下のようなレイヤー4ヘッダーが設定可能です。 
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1.4.6.1. TCP/IP 

 

Transmission Control Protocol（TCP）は、インターネットプロトコルのコアなプロトコルの1つです。 

TCPセグメントの構造を以下に示します。 TCPヘッダーは、IPヘッダーの160bit後に続きます。 
 

 
Flags (8 bits)（コントロールビットと呼ばれる） - 8つの1ビットフラグを含みます。 

 CWR (1 bit) –  ECE フラグが設定された TCP セグメント（RFC 3168 でヘッダーに追加）を受信したことを示すために、送

信ホストによって Congestion Window Reduced（CWR）フラグが設定されます。 
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 ECE (ECN-Echo) (1 bit) – TCP ピアが 3-way ハンドシェイク（RFC 3168 でヘッダーに追加）中に ECN(輻輳情報通知機

能)対応であることを示します。 

 URG (1 bit) – Urgent ポインタフィールド(緊急ポインタ)の使用の有無を示します 

 ACK (1 bit) – ACKnowledgment フィールドは確認応答ナンバー (Acknowledge Number)の有効性を示します 

 PSH (1 bit) – アプリケーションに即座にデータを送る 

 RST (1 bit) – 接続をリセットする 

 SYN (1 bit) – 接続の確立要求 

 FIN (1 bit) – 送るデータがない 

 

TCPセグメントの構造に適したユーザー設定インターフェースを設定できます。 
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1.4.6.2. UDP/IP 

 
UDP/IP 

User Datagram Protocol（UDP）は、インターネットプロトコルのコアなプロトコルの1つです。 

UDPセグメントの構造を以下に示します。  

UDPヘッダーは、IPヘッダーの160bit後に続きます 

 
 

 

UDPセグメントの構造に適したユーザー設定インターフェースを設定できます。 
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1.4.6.3. ICMP/IP 
  

 
ICMP/IP 

Internet Control Message Protocol（ICMP）は、インターネットプロトコルのコアなプロトコルの1つです。 

ICMPセグメントの構造を以下に示します。  

ICMPヘッダーは、IPヘッダーの160bit後に続きます。 

 

ICMPセグメントの構造に適したユーザー設定インターフェースを設定できます。 
 

 
 
 

1.4.6.4. IGMP/IP 

 
IGMP/IP 

Internet Group Management Protocol（IGMP）は、マルチキャストグループのメンバシップを管理するために使用される通信プロ

トコルです.IGMPセグメントの構造を以下に示します。 IGMPヘッダーは、IPヘッダーの160bit後に続きます。 
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IGMPセグメントの構造に適したユーザー設定インターフェースを設定できます。 

IGMPには3つのバージョンあります。 

 

 
1.4.7. フレームビュー 

 
下記の図は、生成されるパケット/フレームの構造を表しています。（パケット/フレームの設定によって図は変わります。） 
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2. LE590-SGによるLE-590TXの操作 

この章では、LE-590TXを使用してDUTをテストする方法について説明します。 
 

2.1. ハードウェア接続 
 

LE-590TXを使用するには、下記のようにDUTに接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
LE-590TXはDUTにテストストリームを生成し、DUTから評価のためのデータストリームを受け取ります。 

 
2.2. LE-590SGの操作 

 
2.2.1. DUTへのテストストリームを生成する 

 
テストストリームを生成するには、テストストリームのパターンと内容を設定する必要があります。 

  をクリックします。 

 

生成するストリームボリュームを選択します。 

ストリームは何個でも生成できますが、選択されたストリームのみ送られます。 

 

長さ(CRC含まず)のグリッドで値をダブルクリックすると、値を変更できます。 ランダム/Short-Long/IMIXを選択するか、長さを

直接入力してください。 

 

ストリームA 

LE590-SGをインストールしたPC 

DUT 
ストリームB 

USB 
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項目とパラメータの数値を入力します。 

 

回線レート: 1秒間に生成されるバイト数(Mbyte/秒) 

利用率: ワイヤースピードのパーセンテージ(%) 

PPS: 1秒間に生成されるパケット数。  

 

X-TAGの独自ストリームタグを利用する場合は、チェックを入れます。  

 

ストリームパケットのパターンと内容を編集するには、[フレーム編集]をクリックします。フレーム編集の使用方法については、

1.11フレーム編集を参照してください。 

 

全ての項目が設定されると、最後に確認事項が表示されます。 

 

 

全ての設定が完了すれば  をクリックします。 

 

2.2.1.1. テストストリームの送信を開始する 
 

ツールバーの「カウンター」をクリックします。 
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操作の「送信」ボタンをクリックすると、パケットの送信を制御します。 

 

2.2.2. 指定されたパケットをキャプチャする 
 

USBポート経由でPCに入ってくるストリームの特定パケット/フレームのみキャプチャするには、キャプチャフィルタ設定が必要

です。 

   を ク リ ッ ク し ま す 。  
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1.3.2.6 キャプチャフィルタに従って、プロトコル、SDFRを設定します。 

 

  を ク リ ッ ク し  キャプチャバッファ画面からキャプチャを開始します。 
 

 

キャプチャされたフレームの結果がキャプチャバッファ画面に表示されます。 
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2.2.3. キャプチャしたパケットのカウンター表示など 

  

SDFRによってキャプチャされたカウンターを見ることができます。 

ツールバーのメインカウンターをクリックします。 
 

 

SDFRのサブカウンターを の"+" をクリックして表示します。 ,  

SDFRによってキャプチャされたパケット数を表示します。 

他のイベントのカウンタも見ることができます。 
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